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「あなたを見守っています」
そんな思いを込めて、実家便を送りました。
「あなたを見守っています」
そんな思いを込めて、実家便を送りました。
最後の実家便を受け取った対象者から、施設の先生、支援者の皆さまへ
あてた、直筆のメッセージが届きました。 一部をご紹介いたします。

761名に
実家便を発送
いたしました！

令和7年12月

東京コミュニティー財団で管理・運営している冠基金。
着物姿でヴァイオリンの弾き語りをするスタイルのシンガーソングライターとして活動さ
れながら、PocochaやTikTok LIVEでライバーとしても活躍され、タレント女優業に踏み
出された月明ゆかり様によって2023年に設立されました。毎年、社会貢献活動を行う日
本国内で活動されている非営利活動法人およびNPO団体等へ、助成を行っています。

お米の購入費用として
助成金をいただきました！

令和7年度
12月継続支援者へ
発送した実家便

ゆずりは基金とはふりかけの購入費用として
助成金をいただきました。

引き続き、実家便に同梱する「お米」の購入
費用を「お金をまわそう基金」の寄付サイト
にて受け付けています！

QRコードからご寄付
いただけます

受付期間は
2026年3月末

まで

「お米が高くて買えなかった」「お米をもらえて嬉
しい」「実家便のお米が自炊のきっかけ
になった」など、お米は子どもたちから
もとても喜ばれます。



〒105-0004  
東京都港区新橋1丁目18-16 
日本生命新橋ビル3F

担当職員
佐藤さん

あいであるオリジナルのレクチャーカードを使って、
お金の使い方や生活費のやりくりを体験をし、自活
のシミュレーションを行うゲームです。
施設職員の皆様に体験していただき、施設内での
子どもの自立に向けたシミュレーション
ゲームとして取り入れて頂いています。

救世軍世光寮 ライクホームはるか松風荘救世軍世光寮
　救世軍世光寮では、今年度よ
り「実家便」を利用させていただ
いております。日頃より、当施設
を退所し自立の道を歩む子ども
たちへ温かいご支援をいただ
き、心より感謝申し上げます。
　施設のアフターケアにおい
て、退所した若者たちの生活に

深く踏み込むことは容易ではありません。特に引
越しや仕事の悩みといったデリケートな問題は、
かつて関係が良好だった子でも、状況の変化に
伴い遠慮が生じたり、突然連絡が途絶えたりと、
状況把握が困難になるという課題がありました。
しかし、「実家便」という定期的に荷物が届く仕組
みは、この見守り支援に大きな変化をもたらして
くれました。
　「荷物は届いたかな？」という何気ない連絡を
きっかけに、彼らの生活や仕事の近況について、
自然な流れで話を聞くことができるようになりま
した。実際、今年度は実家便をきっかけに本人の
転居が判明し、速やかに施設のアフターケアへと
繋げることができたケースもあり、その有効性を
強く実感しております。
　支援を受けている若者たちは、それぞれの場
所で懸命に生きています。将来の留学に向けて貯
金に励む学生、就職活動中で仕送りに安堵する
者、通信制高校の卒業を目指す者、そして警備員
として働きながら自炊に励む者。昨今の物価高騰
の中、「久しぶりにお米が食べられます」という切
実な喜びや感謝の言葉に接するたび、この支援
が単なる物資の送付に留まらず、彼らの生活基
盤と心の平穏を支えていることを痛感します。
　12月のクリスマス会に顔を出してくれる卒業
生がいるように、実家便を通じて保たれる「細く
長い繋がり」こそが、彼
らが社会で孤立するこ
とを防ぐ大きな力と
なっています。今後も、
彼らが「自分は見守ら
れている」という安心感
の中で一歩ずつ自立へ
の歩みを進められるよ
う、共に寄り添い続けて
まいりたいと思います。

担当職員
鳥村さん

ライクホームはるか
　私は、令和3年より自立支援
担当職員を拝命しました。同じ
年、山口県内に自立支援担当
職員の部会が立ち上がり、日頃
はそれぞれの現場で奮闘して
いる職員同士が、情報や悩み、
実践を共有できるつながりが
生まれました。その職員間の交

流の中で知った取り組みの一つが、令和4年か
らお世話になっている「実家便」でした。コロナ
禍という、人との関わりが希薄になりやすい時
期に始まったこの支援は、退所後の若者たちと
のつながりを無理なく保つ大切なきっかけに
なってきたと感じています。
　実家便を手渡す際の反応は、今でも強く心に
残っています。「助かります」「ちょうど必要でし
た」といった言葉とともに見せてくれる、ほっと
した表情や柔らかな笑顔から、この取り組みが
単なる物資支援ではないことが伝わってきま
す。内容についても、「生活の中で役立っている」
「参考になるものが多い」と話してくれることが
多く、一人ひとりの暮らしに寄り添って考えられ
ている支援だと実感します。
　実家便の意義は、孤立を防ぐこと以上に、無
理のない、心地よい関わりを続けていくことにあ
ると感じています。必要なときに、必要な形で思
いが届く。その積み重ねが、若者たちの安心感や
前向きな気持ちにつながっているのだと思いま
す。このような支援が継続できているのは、趣旨
に賛同し支えてくださる支援者の皆さまの温か
なお力添えがあってこそです。心より感謝申し
上げます。

担当職員
手塚さん

松風荘

　松風荘では令和３年度から実家便のご支援を
頂いております。食品を揃え定期的に卒園生に
送ることは施設でもなかなか難しいため職員と
しても大変有難く思います。
　当施設では遠方で生活をしている卒園生には
あいであるさんからの直送をお願いしています
が、近隣で生活している卒園生には職員が直接
届けに行くようにしています。卒園生の顔を見て
話しをしながら実家便の開封をしていると、普段
の食生活や健康管理の話にもなり必要なアドバ
イスをすることができます。また、生活上の困り
ごとの話になればどんな助けが必要かニーズを
確認することもできます。普段は電話やＬＩＮＥ
でのやり取りが多いのですが、部屋の様子の変
化や卒園生本人の表情など実際に足を運んだか
らこそ気づくことも少なくありません。そういった
こともあり、実家便を届ける対応もあいであるさ
んの力を借りた大事な支援と考えています。実家
便については、普段の食事や生活費などもあって
卒園生がなかなか買い揃えることができない防
災用品や長期保存が可能な食品が入っているこ
とも魅力のひとつだと思います。施設内での高齢
児向けの防災講座もきっかけとなり、災害時の
行動や居住地のハザードマップ、緊急時の避難
所など学生の卒園生を中心に連絡を取って改め
て確認を行いました。昨今の自然災害の多さとは
対照的に卒園生の防災意識の低さを感じ、その
点のフォローも随時必要だと改めて考えさせら
れました。
　このように実家便の存在が当施設でも支援の
拡がりに繋がっています。継続的な実家便のご
支援を頂くことに卒園生・職員共々感謝をしなが
ら、お互いを繋ぐ大事なツールとして今後も活用
させて頂ければと思います。これまでの感謝をお
伝えする共に改めて今後とも宜しくお願い致し
ます。

実家便を利用されている施設職員の声

マネークリップとは
楽しみながらゲームで
学ぶことができ、子ど

もたちにも内容が入りやすい
と実感しました。お金を通した
他者とのコミュニケーション
も学ぶことができました。

マネークリップレクチャーを受講された
施設職員の感想

実家便及びマネークリップレクチャー
の新規募集を開始します！
実家便及びマネークリップレクチャー
の新規募集を開始します！

2026年４月１日より
※募集要項を2026年4月1日に当財団法人のホームページ
　に掲出します。
　（https://idealideal.org/ ）にてご確認ください

先輩と食事

ありがとうと、きちんとお礼を言った

たまにはと、おごってもらった！

ありがとう

誰でもできる良い副業がある
と誘われた

ほんとかな～⁉
お金は欲しいけど、大丈夫か⁈

注意

どうする？！

チャンス
欲いものが

買える

じゃんけん
で勝ったら半
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自分のほし
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今、買える

？


